
尼崎市

①

Ａ’ 護岸工、根固工
L=100m

②

平成27年7月17日に発生した台風11号に伴う豪雨により、淀川水系藻川では、
尼崎市田能地先において、洪水により河床が洗掘され、護岸の崩壊が生じた。

今後の豪雨に対し、さらなる護岸崩壊による被害の拡大を防ぐため、推進費を
活用し、緊急に護岸工による対策を講じることにより、地域住民の安全・安心を
確保する。

国土交通省

兵庫県尼崎市田能地先

１３０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１３０

（１７） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（淀川水系藻川）
ヨドガワ モガワ

アマガサキシ タノウ

１７

凡 例

赤
推進費施行箇所

（当年度施行）

ＡーＡ’断面

根固工
鋼矢板L=5.0m

▽H.W.L

H=6.3m
護岸工

河岸侵食

低水護岸崩壊状況（H27.7.21）写真②

兵庫県

位 置 図
施行箇所

藻川

加古川

揖保川

円山川

猪名川

基礎浮き上がり状況（H27.7.21撮影）

写真③

写真①

低水護岸崩壊 100m

低水護岸崩壊状況（H27.7.21）



平成27年７月17日に発生した台風１１号に伴う豪雨により、加古川水系加古川
では、加東市において、溢水による浸水被害で市道の通行止めが発生した。

今後の豪雨に対して、再度の道路冠水を防ぐため、推進費を活用し、緊急に河
道掘削による対策を講じることにより、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

兵庫県加東市社町大門地先

１５０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１５０

（１８） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業(加古川水系加古川）
カ コ ガワ カ コ ガワ

カトウシ ヤシロチョウダイモン

１８

加東市河高地区 田畑浸水状況 7/17 18時

加古川

写真① 写真②

加東市河高地区 市道冠水状況 7/17 18時

河道掘削
L=400m

V=15,000m3

A

A’

Ｂ

Ｂ’

A

A’

写真①

写真②

：浸水範囲（約７ha）

Ｂ’

Ｂ

兵庫県

位 置 図

施行箇所

藻川

加古川

揖保川

円山川

猪名川

Ｂ’H27.7痕跡水位 41.5m
HWL 43.56m

Ｂ

河道掘削

W=約130m

W=約140m
市
道

Ａ Ａ’
HWL 36.37m

横断図（27.8k） 横断図（32.6k）

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

加東市道河高下滝野線
通行止め期間：7/17 15:45～22:45



加茂地区

深瀬地区

楠根地区

吉井地区

事業計画区間 L=400m
河道掘削 V=10,000m3

事業計画区間 1,400ｍ

河道掘削
V=30,000m3

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

①

十八女地区

②

平成27年台風11号浸水範囲

平成27年7月16日に発生した台風１１号に伴う豪雨により、那賀川水系那賀川
では、阿南市十八女地区において、溢水による、家屋浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対して、再度の家屋浸水被害を防止するため、推進費を活用し、

緊急に河道掘削による対策を講じることにより、地域住民の安全・安心を確保す

る。

国土交通省

徳島県阿南市深瀬町～楠根町地先

２００

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２００

（１９） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業(那賀川水系 那賀川）
ナカガワ ナカガワ

アナンシ フカセチョウ クスネチョウ

１９

サ カ リ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

Ｈ．Ｗ．Ｌ．
H=20.054

Ｈ．Ｗ．Ｌ．

Ｒ

Ｒ

水

制

ブ

ロ
ッ

ク

Ａｓ

河道掘削 河道掘削

Ａ－Ａ断面 Ｂ－Ｂ断面
W=約400m

写真①

十八女地区浸水調査状況（H27.7.21撮影）

写真②

吉井地区流下状況（H27.7.17撮影）

施行箇所

那賀川



平成27年7月16日から17日に発生した台風11号に伴う豪雨により、那賀
川水系宮ヶ谷川では、那賀町平谷地先にて、那賀川の水位上昇により
浸水被害が生じた。これは昨年8月の台風に引き続く被害であった。
今後の豪雨に対して、再度災害防止を図るため、推進費を活用し、緊急
に護岸工や盛土工等の河道改修を実施することで、隣接する住家・道路
の安全・安心を確保する。

徳島県

徳島県那賀郡那賀町平谷地先

４５０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２２５

（２０） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（那賀川水系宮ヶ谷川）
ナカガワ ミヤガタニガワ

ナカグンナカチョウヒラダニ

２０

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

①浸水痕跡（H27.7.22 12時撮影） ②浸水痕跡（H27.7.22 12時撮影）

浸水深H=0.3m浸水深H=1.0m

推進費施行区間L=310m
盛土工V=30,000m3，護岸工A=2,500m2

那
賀
川

床止工 1基

宮ヶ谷川（外水）
浸水面積 1.4ha
家屋浸水 2戸（床下）

Ａ

Ａ’

宮ヶ谷川

補償費1式

2

1

：浸水区域
：床下浸水

A-A’横断

▽H.W.L

計画断面
現況断面

0.6m

護岸工 既設護岸盛土工

4.2m

10.0m

町道

位置図

那賀川

施行箇所



平成27年6月23日に主要地方道笛吹市川三郷線において、局地的な豪雨

による落石や法面崩壊が発生。この災害で終日全面通行止めが発生し、現

在も暫定的に連続降雨量60mmで事前通行規制を実施中。今後の降雨によ

り、再度落石や法面崩壊が発生しないよう、推進費を活用して緊急に落石

防止網工等の法面対策を講じ、地域住民等の交通の安全を確保する。

山梨県

山梨県笛吹市芦川町鴬宿地内

３４

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１７

（２１） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（主要地方道笛吹市川三郷線）
フエフキイチカワミサトセン

フエフキシアシガワチョウオウシュク

２１

施行箇所

【位置図】

【山梨県】

笛吹市

施行箇所

笛吹市役所芦川支所

至 富士河口湖町

至 笛吹市八代町事前通行規制区間

主要地方道
笛吹市川三郷線

至 西八代郡
市川三郷町

358

358

至 甲府市

【平面図】

【広域図】

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

至 市川三郷町
（終点側）

表面除去工 A=223m2
モルタル吹付工 A=223m2 至 芦川支所

（起点側）

③

A断面②
①

落石防止網

モルタル吹付

A断面

12m

18m

表土除去

【断面図】

至国道358号

至芦川支所

③落石発生源痕跡状況（H27.6.24）

②法面亀裂状況（H27.6.24）

①被災状況（H27.6.24）



平成27年7月16日に主要地方道大月上野原線において、台風11号に伴う

豪雨による法面崩壊が発生。この災害で全面通行止めが7日間発生し、現

在も片側交互通行規制中。今後の降雨により、再度法面崩壊が発生しな

いよう、推進費を活用して緊急にモルタル吹付法枠工等の法面対策を講じ、

地域住民等の交通の安全を確保する。

山梨県

山梨県上野原市桑久保金子地内

１４

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）７

（２２） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（主要地方道大月上野原線）
オオツキウエノハラセン

ウエノハラシ クワクボ カネコ

２２

施行箇所

【位置図】

【山梨県】

上野原市

【平面図】
凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

【Ａ－Ａ断面図】

至国道358号

至芦川支所

上野原市新田倉

施行箇所

大月市富浜町

中央自動車道

【広域図】

モルタル吹付法枠工 A=90m2
アンカー工 N=13本

大月上野原線

E

E
和見68

排水管φ140

295

295

305

30
0

27T4

+13.
30+3.00

+6.70

+
20.

80

+28
.20

B.PB.P-1.70

+
25.

60

① A-A断面
至大月市富浜町

至上野原市新田倉

②

【災害復旧事業費】
モルタル吹付法枠工 A=258m2
アンカー工 N=36本
落石防護柵工 L=19m
舗装復旧工 A=106m2
崩落土砂撤去工 V＝90m3
仮設防護柵工 L=28m

26m

1:0.6

20m

至大月市富浜町

至上野原市新田倉

①法面崩壊状況（H27.7.17撮影） ②推進費施行箇所（H27.8.27撮影）
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平成27年3月20日と8月19日に主要地方道高野口野上線において、降雨によ
る崖崩れが発生。この災害で延べ9日間の全面通行止めが発生し、現在も片
側交互通行規制中。今後の降雨により再度の法面崩壊が発生しないよう、推
進費を活用して緊急に吹付法枠工等の法面対策を講じ、地域住民等の交通
の安全を確保する。

和歌山県

和歌山県紀の川市桃山町中畑地先

３０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１５

（２３） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（主要地方道 高野口野上線）
コウヤグチ ノカミセン

キノカワシ モモヤマチョウ ナカハタ

２３

【平面図】

至 国道358号

至 芦川支所

①

至 橋本市写真撮影日 2015/3/20 

②

写真撮影日 2015/8/19 至 橋本市

1回目崩落状況 ２回目崩落状況

As

L=
45
00

鉄筋挿入工
(D22 L=4.5m)

吹付法枠工

23m

29m

重力式擁壁
（H=1.0m）

落石防護柵工

①
②

【位置図】

Ａ

鉄筋挿入工 D22 L=4.5m N=46本
吹付枠工 A=460m2

重力式擁壁工 H=1m L=21m
落石防護柵工 L=34m

至 紀美野町

ａ

一級河川 真国川 →

被災箇所L=20m

高野山

施行箇所

かつらぎ町
和歌山市 紀の川市

紀美野町
海南市

高野町

岩出市

24

370

橋本市【広域図】

【Ａ－a 断面図】

施行箇所

紀の川市

【和歌山県】

凡 例

赤
推進費施行箇所

（当年度施行）



チヨダク カスミガセキ

沿岸域情報提供システム提供情報の拡充イメージ

凡 例

赤
推進費施行箇所
（当年度施行）

気象現況
ライブカメラ

航路標識の
消灯事故

気象警報 ・注意報 海難の発生津波警報海上工事

灯台等気象
現況をメール
配信情報項
目へ追加

竜巻に関する
注意情報等の追加

竜巻注意情報 雷注意報

インターネット配信情報

メール配信情報

メール配信
インターネット配信

出港、操業、帰港の
判断に有効活用

平成27年9月に竜巻に伴う漁船転覆事故が発生し、乗組員5名が死
亡した。

今後の同様な気象状況による事故の再発防止を図るため、推進費を
活用し、竜巻に対して注意喚起を促す「雷注意報」「竜巻注意情報」や
、灯台で観測した局地的な気象現況を、利用者がメールにて自動的
に入手することができるよう、沿岸域情報提供システム（MICS）の改
修を実施することで、海上交通の安全を確保する。

海上保安庁

東京都千代田区霞ヶ関2丁目1番3号

４６

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）４６

（２４） 災害対策等緊急事業推進費（公共交通安全対策）

航路標識整備事業（海上保安庁）

２４


